2004-12-08

UBL JPLSC会議（2004年12月）議事録

日時：2004年12月8日（水）9:30～12:00

場所：サンブリッジソリューションズ

出席者（敬称略）：

· サンブリッジソリューションズ）伊藤

· NECソフト）細田

· 富士電機情報サービス）斉藤

配布資料：

· UBL 1.0 CodeList

· ISO 4217 –Currency Codes (3-char)

· English country names and code elements

· 4461 Payment means code (UN/EDIFACT)

· 3155 Communication address code qualifier (UN/EDIFACT)

· 4465 Adjustment reason description code (UN/CEFACT)

· ebXML CCTS仕様とUBL仕様の関連について

· Unspecialized Data Type日本語翻訳

· UBLのBusiness DocumentとData type，CCTの関係

· UN/CEFACT，OASIS，ECOMのIPRポリシー

· 中小製造業EDIメッセージモデルをUBLへマッピング表

· 中小製造業EDIメッセージモデル／UBLへマッピングの解説と評価

· Call for participation: UBL 1.1

· UBL NDR specification submitted for OASIS Standard

· UBL ratified as OASIS Standard

· Revised UBL TC FAQ

· Differences in translation of UBL-Reusable-1.0.xls

以下の議事録の担当の敬称は省略しています。

1． コードリストの検討（伊藤）

· 13種のUBLコードリストを検討した。

· コードのマッピングが必要と思われる。例：ECALGAのデータ項目「訂正コード（新規，変更，削除）」は，UBLのDocumentStatusCode（Cancelled，Disputed，NoStatus，Revised）に対応付くと思われるが，コードの内容のマッピングが必要であり，場合によってはコードの内容についてUBLに申し入れが必要。（細田）

· コードの定義はどこにあるのか。コードリストにはないようである。

· UBLで指定しているCodeListVersionIDのありかが不明である。

· 上記をUBLに問合せる。（伊藤）

2． ebXML CCTS仕様とUBL仕様の関連について

· 高木様が作成した資料「ebXML CCTS仕様とUBL仕様の関連について」を検討した。

· JPLSCの活動成果の一つとしたい。他の資料も含めてUBL JPLSCの成果として公開したい。

3． Unspecialized Data Type日本語翻訳（細田）

· Business Terms (Japanese)を以下に変更する。

· Sound：音楽→音

· Indicator：識別→インジケータ（二者択一）

· Numeric：数→数（数値）

· Unspecialized Data Typeが20個あるが，これらの展開定義項目がそれぞれ異なる。どのような理由・背景でこのようになっているかが解らない。

· Translated definition (Japanese)は自動翻訳である。チェック・改善する。（細田）

4． UBLのBusiness DocumentとData type，CCTの関係（斉藤）

· 前回のJPLSC会議の指摘事項を改善した。

· Business DocumentとData Type，CCTの関連図で，Specialized Data TypeからUnspecialized Data Typeへの参照矢印を記載する。理由：広い意味では，Specialized Data Type（Codeが多い）がUnspecialized Data Type（Codeが入っている）を参照しているようである。

· Unspecialized Data TypeとSpecialized Data typeの日本語翻訳表とこれに関するコメントをUBL TCへ報告する。（斉藤）

5． UN/CEFACT，OASIS，ECOMのIPRポリシー（斉藤）

· 前回のJPLSC会議の指摘により，ECOMのIPRポリシーを追加した。

· 最近のOASISでは，IPR Policy，TC Process，Membership Agreementを改訂している。解り易い解説が必要である。対応する。（伊藤）

6． 中小製造業EDIメッセージモデルをUBLへマッピング（斉藤）

· 今回配布の資料は，ECOMの中小企業EC/EDI普及SWGでの検討結果により改善した資料である。

· マッピング表の「クラス」を以下に改善する。（斉藤）

· 内容の項目にクラスだけでなくUBL Nameも追加する。理由：UBL Nameを追加することにより，ここの項目は，実質的にデータ項目を一意に定義できるデータ項目名称になる。

· 名称変更：クラス→BIE。理由：ここでの文字列は最上位のABIEからその下位のASBIE及び最下位のBBIEまでを説明した名称であり，実質的にデータ項目を一意に定義できるデータ項目名称であり，実質的BIEである。

· JPLSCメンバー各位は本資料をチェックし，コメントする。（期限：年始（2005年1月3日）まで）

· コメントを反映して，翻訳してUBL TCへ報告・提案する。(斉藤)

7． その他の事項

7.1　 Call for participation: UBL 1.1

· UBL V1.1の開発目標は2005年末である。

· UBL TCのF2F会議の予定は，2005年2月（米国ワシントン），5月（中国北京），8月（オタワ），11月（サンタクララ）である。

· JPLSCからも可能な範囲で参加する。

7.2　 UBL NDR specification submitted for OASIS Standard

· 12月2日に，UBL NDR V1.0がOASIS標準として提案された。

· OASISメンバー会員の投票は12月16日～12月31日の予定。

7.3　 UBL ratified as OASIS Standard

· UBL V1.0がOASIS標準に認定された。11月9日に公表された。

7.4　Revised UBL TC FAQ

· UBL V1.0のOASIS標準承認に合わせて，FAQが作成・公開された。

· このFAQは有用な情報が書かれている。日本語翻訳した方が良い。

7.5　Differences in translation of UBL-Reusable-1.0.xls

(1) Business Documentの日本語翻訳

· Jon Bosakが，4個のLSC（Localization Sub Committee）の翻訳成果を統合した。

· この過程で，主として編集上の不具合を指摘され，斉藤が既に修正し，UBL TCへ報告した。

(2) Localization活動の進め方

· Jon Bosakから，Localization活動に関してe-mailで調整するか，電話会議で調整するかの問合せが来た。

· 以下の回答とする。Jon Bosakへ回答する。（斉藤）

· e-mailは，素早い調整が可能作業なことと明確な調整作業が可能であり，有用である。

· 電話会議は良い関係維持に有用である。但し毎週は対応できない。Localization活動としては，凡そ1回／月を希望する。

· 少なくともChairとVice chairは参加するようにする。

7.6　日中韓の活動について

· 2005年1月20日と21日に中国北京にて，「日中韓パッケージベンダー情報交換会」が開催される。参加企業は，日本：約15社，中国：20社，韓国：10社。各社のトップレベルが参加する。中国側の推進者はCSIA（中国ソフトウェア産業協会）である。

· ここに斉藤が参加する。「eビジネス環境におけるEDI標準化活動と実用化動向」のタイトルで講演する。UBL JPLSCの活動も説明する。

· 従来からEA-ECAで日中韓の活動の計画があったが，動き出しそうである。中国側の推進者はCECAである。（伊藤）

8． 次回のUBL JPLSC会議

· 2005年1月27日（木）9:30～12:00

―以上―
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